
Ⅲ　

論
考

　

文
書
と
日
記
と
の
あ
い
だ

―
『
仰
書
』
所
収
後
土
御
門
天
皇
女
房
奉
書
と
『
晴
富
宿
禰
記
』

―

末　

柄　
　

豊

　　　

一　

壬
生
本
『
仰
書
』

宮
内
庁
書
陵
部
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
壬
生
本
（
壬
生
家
旧
蔵
本
）
の
な
か
に
『
仰
書
』
と
題

さ
れ
る
巻
子
二
軸
（
函
号

九

九
二
）
が
存
在

（

）

す
る
。
仰
書
と
は
、
天
皇
の
意
を
奉
じ
た
女
房

奉
書
の
端
裏
に
、
多
く
の
場
合
「
仰
」
の
文
字
を
冠
し
て
発
給
の
年
月
日
を
示
す
銘
が
加
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
房
奉
書
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
同

書
に
は
、
官
務
壬
生
家
に
伝
存
し
た
女
房
奉
書
六
通
お
よ
び
仮
名
消
息
二
通
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
女
房
奉
書
と
は
、
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
端
裏
銘
）

　
「
仰　

元
亀
三

十
二
九

」

こ
れ
は
る
の
し
ゆ
く
ね
あ
と
め
の
事
、
こ
れ
右
の
ほ
り
候
か
、
の
ほ
り
候
ま
し
き
か
、
そ

の
や
う
き
は
め
ら
れ
候
あ
い
た
は
、
ま
つ
あ
さ
か
に
あ
つ
け
ら
れ
候
、
な
に
と
き
も
し

ん
た
い
候
は
ゝ
、
う
け
文
の
こ
と
く
か
へ
し
つ
け
候
へ
の
よ
し
、
お
ほ
せ（

第
二
紙
）

　
き
か
せ
ら
れ
候

へ
く
候
よ
し
、
心
え
て
申
と
て
候
、
か
し
く
、

（
切
封
ウ
ハ
書
）

　
「
山
し
な
の
大
納
言
と
の
へ
」

　　
こ
の
『
仰
書
』
二
の
最
後
に
収
め
ら
れ
て
い
る
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
十
二
月
九
日
正
親

町
天
皇
女
房
奉
書
は
、
散
ら
し
書
き
で
は
な
く
、
一
行
毎
に
行
頭
を
一
文
字
分
ず
つ
上
げ
下

げ
す
る
か
た
ち
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仮
名
の
ま
ま
で
は
理
解
し
に
く
い
の
で
、
漢
字

仮
名
交
じ
り
に
書
き
改
め
て
み
よ
う
。

（
大
宮
）

　
伊
治
宿
禰
跡
目
の
事
、（

大
宮
）

　
惟
右
上
り
候
か
、
上
り
候
ま
じ
き
か
、
そ
の
様
究
め
ら
れ
候
間

は
、
先
づ（

壬
生
）

　
朝
芳
に
預
け
ら
れ
候
、
何
時
も
進
退
候
は
ば
、
請
文
の
如
く
返
し
付
け
候
へ
の

由
、
仰
せ
聞
か
せ
ら
れ
候
べ
く
候
由
、
心
得
て
申
と
て
候
、
か
し
く
、

山
科（

言
継
）

　
大
納
言
殿
へ

官
務
小
槻
氏
は
、
平
安
時
代
末
期
以
降
、
隆
職
流
と
広
房
流
と
の
二
家
に
分
か
れ
、
室
町
時

代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
居
所
に
も
と
づ
い
て
壬
生
家
と
大
宮
家
と
称
さ
れ
た
。
応
仁
・
文
明
の
乱

以
後
、
官
務
職
・
氏
長
者
を
め
ぐ
る
両
家
の
対
立
は
次
第
に
深
刻
の
度
を
増
し
た
が
、
よ
う

や
く
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
壬
生
于
恒
と
大
宮
伊
治
と
の
間
で
和
睦
が
成
立
し
、
契
状
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
原
則
と
し
て
三
年
を
任
期
に
、
両
家
が
交
替
で
官
務
職
に

任
ず
る
と
い
う
も
の
で
あ

（

）

っ
た
。



　　
と
こ
ろ
が
、
経
済
的
な
困
窮
か
ら
大
内
氏
を
頼
り
周
防
山
口
に
下
っ
て
い
た
大
宮
伊
治
は
、

天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
八
月
二
十
八
日
、
大
内
義
隆
が
家
臣
陶
晴
賢
等
に
叛
か
れ
た
際
、

混
乱
の
な
か
、
後
嗣
が
な
い
ま
ま
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま

（

）

っ
た
。
そ
の
後
、
公
家
社
会
に
お
け

る
実
力
者
で
あ
っ
た
柳
原
資
定
が
大
宮
家
の
再
興
を
は

（

）

か
り
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に
は

伊
治
の
猶
子
と
し
て
惟
右
が
叙
爵
し
て

（

）

い
る
。
し
か
し
、
結
局
在
国
（
い
ず
れ
の
国
か
は
不
明
）

し
た
ま
ま
で
七
年
と
い
う
年
月
を
経
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

そ
こ
で
、
大
宮
家
の
「
跡
目
」（
お
そ
ら
く
、
所
領
お
よ
び
相
伝
の
文
書
類
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
）

に
つ
い
て
、
惟
右
が
上
洛
し
た
場
合
に
は
返
還
す
る
と
い
う
請
文
（
誓
約
書
）
を
提
出
さ
せ
た

う
え
で
、
壬
生
朝
芳
に
預
け
置
く
こ
と
を
許
可
し
た
の
が
右
の
女
房
奉
書
で
あ
っ
た
。
お
そ

ら
く
、
惟
右
は
以
後
も
上
洛
を
果
た
す
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
大
宮
家
の
再
興
に
つ
い

て
の
動
き
は
こ
こ
に
途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
、
明
治
維
新
に
ま
で
及
ぶ
、
壬
生
家
に
よ

る
官
務
職
の
単
独
相
承
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
女
房
奉
書
の
充
所
は
山
科
言
継
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
地
下
官
人
の
朝
芳
で

は
天
皇
の
意
を
奉
じ
た
女
房
奉
書
の
充
所
に
な
り
得
ず
、
こ
の
件
に
つ
い
て
朝
芳
の
意
を
正

親
町
天
皇
に
取
り
次
い
だ
の
で
あ
ろ
う
言
継
に
伝
達
を
命
じ
る
形
式
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

実
質
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
朝
芳
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
形
式
上
の
充
所
が
壬
生
家
の
者
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
さ
き
に
壬
生
家

に
伝
存
し
た
女
房
奉
書
と
言
い
、
壬
生
家
に
充
て
ら
れ
た
女
房
奉
書
と
記
さ
な
か
っ
た
所
以

で
あ
る
。

　

二　

後
土
御
門
天
皇
女
房
奉
書
と
『
晴
富
宿
禰
記
』

『
仰
書
』
二
の
冒
頭
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
散
ら
し
書
き
の
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
十
一
月

二
十
九
日
後
土
御
門
天
皇
女
房
奉
書
も
、
同
天
皇
の
随
一
の
近
臣
で
あ
る
白
川

（

）

忠
富　
（
の
ち
の

忠
富
王
）
を
形
式
上
の
充
所
と
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
壬
生
晴
富
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。　　

（
端
裏
銘
）

　
「
仰
文
明
十
十
一
廿
九

」

宮
の
御
か
た
よ
り
、
は
れ
と
み
の
し
ゆ
く
ね
き
う
ゐ
ん
の
御
百
し
ゆ
し
よ
ち
候
よ
し
、
き

こ
し
め
し
候

（
返
シ
書
）

　
ほ
と
に
、
お
ほ
せ
い
た
さ
れ
候
所
に
、
ま
い
ら
せ

（
上
）

　
入
候
、
さ
そ
ひ
さ
う
に

て
候
つ
ら
ん
と
を
し
は
か
り
お
ほ
し
め
し
候
て
、
し
ん
へ
う
に
お
ほ
し
め
し
候
、
よ
く

御
（
第
二
紙
）

　
ひ
さ
う
候
は
ん
す
る
よ
し
、
よ
く

く
御
心
え
候
て
、
お
ほ
せ
ら
れ
候
へ
く
候
よ
し
、

申
と
て
候
、
か
し
く
、

（
切
封
ウ
ハ
書
）

　
「
み
ん
部
卿
と
の
へ
」

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
理
解
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
に
書
き
改
め
た
も

の
を
提
示
し
、
そ
の
う
え
で
逐
語
訳
を
施
す
こ
と
に
し
よ
う
。

（
勝
仁
親
王
）

　
宮
の
御
方
よ
り
、（

壬
生
）

　
晴
富
宿
禰（

後
花
園
法
皇
）

　
旧
院
の
御
百
首
所
持
候
由
、
聞
こ
し
召
し
候
程
に
、
仰
せ
出

さ
れ
候
と
こ
ろ
に
、
参
ら
せ
入
り
候
、
さ
ぞ
秘
蔵
に
て
候
つ
ら
ん
と
推
し
量
り
思
し
召

し
候
て
、
神
妙
に
思
し
召
し
候
、
よ
く
御
秘
蔵
候
は
ん
ず
る
由
、
よ
く
よ
く
御
心
得
候

て
、
仰
せ
ら
れ
候
べ
く
候
由
、
申
と
て
候
、
か
し
く
、

（
白
川
忠
富
）

　
民
部
卿
殿
へ

勝
仁
親
王
か
ら
、
晴
富
宿
禰
が
旧
院
の
百
首
和
歌
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
を
、（
天
皇
が
）
お

聞
き
に
な
ら
れ
た
の
で
、
（
進
上
す
る
よ
う
に
と
）
ご
命
じ
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
進
納
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ぞ
か
し
秘
蔵
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
と
ご
推
察
な
さ
れ
て
、
神
妙
な
こ
と
だ
と

お
思
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
切
に
ご
秘
蔵
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
、
（
あ
な
た
忠
富
が
）

き
ち
ん
と
ご
理
解
な
さ
っ
て
、（
晴
富
に
）
お
伝
え
な
さ
れ
ま
す
よ
う
に
と
の
こ
と
を
、
伝
え
よ

と
の
こ
と
で
し
た
。
か
し
く
。
民
部
卿
殿
へ
。
以
上
で
あ
る
。

内
容
を
一
言
で
ま
と
め
れ
ば
、
後
土
御
門
天
皇
が
、
前
官
務
壬
生
晴
富
に
対
し
て
、
後
花
園

院
自
筆
の
百
首
和
歌
を
進
上
し
た
こ
と
を
褒
称
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
晴
富
の
日
記
『
晴
富
宿
禰
記
』（
図
書
寮
叢
刊
）
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。



　　
文
明
十
年
十
一
月
廿
二
日
、庚辰
、

晴
、
自
禁
裏
被
借
召
之
間
、
内
裏
儀
式
三
巻
進
上
之
、
付

（
日
応
）

　
妙
蓮
寺
了
、
但
直
可
進
之
由
被
申
候
間
、
付（

忠
富
王
）

　
戸
部
了
、
禁
裏（

勝
仁
親
王
）

　
若
宮
被
仰
云
、（

後
花
園
法
皇
）

　
旧
院
御
百
首

所
持
之
由
被
聞
食
、
已
内
々
被
御
覧
了
、
令
進
者
可
悦
思
召
、
又
何
事
ニ
テ
モ

可
申
入
之

旨
被
仰
之
、（

壬
生
、
晴
富
息
、
官
務
）

　
雅
久
不
及
覚
悟
、
若
晴
富
所
持
仕
候
哉
、
可
相
尋
之
由
令
言
上
云
々

、
予
所

持
之
、
先
日
自
妙
蓮
寺
御
伝
借（

邦
高
親
王
）

　
伏
見
殿
之
間
、
定
内
々
宮
御
方
被
御
覧
歟
、
今
日
以
状
御

百
首
事
宸
筆
晴
富
所
持
候
、
可
進
上
之
由
、
付
民
部
卿
忠
富
卿
申
入
了
、
御
悦
喜
之
由
被

仰
之
、

廿
四
日
、壬午
、

晴
、
○
中

略

自
妙
蓮
寺
晩
旧
院
宸
筆
御
百
首
被
返
之
、
自
伏
見
殿
返
賜
云
々

、

廿
六
日
、甲申
、

雨
自
暁
降
、
又
止
、
又
降
、
○
中

略

又
旧
院
撰
歌
御
百
首
宸
翰
御
本
、
禁
裏
宮

御
方
御
所
望
之
間
、
今
日
同
進
上
之
、
以
状
付
民
部
卿
忠
富
卿
、

十
二
月
一
日
、戊子
、

雨
降
、
○
中

略

旧
院
御
百
首
宸
筆
御
本
、
禁
裏
宮
御
方
御
所
望
之
間
進
上

之
、
是
者
今
度
撰
歌
御
百
首
也
、
和
歌
所
文
書
悉
散
在
、
諸
家
応
製
百
首
同
在
市
禍
、
此

御
百
首
、
依
家
之
冥
加
予
感
得
之
、
今
進
上
之
、
有
叡
感
、
以
民
部
卿
忠
富
卿

被
仰
出
之

　
進
上
之
、

戸
部
送
女
房
奉
書
、
継
廿
六
日
之
所
、
○
下

略

念
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
も
逐
語
訳
を
施
し
て
お
く
。

十
一
月
二
十
二
日
、
禁
裏
か
ら
借
用
の
命
が
あ
っ
た
の
で
、
内
裏
式
三
巻
を
お
送
り
し
た
。

妙
蓮
寺
日
応
に
渡
し
た
が
、
直
接
持
っ
て
行
っ
た
方
が
よ
い
と
仰
る
の
で
、
忠
富
を
通
じ
て
進

上
し
た
。
す
る
と
、
皇
儲
勝
仁
親
王
（
の
ち
の
後
柏
原
天
皇
）
か
ら
（
壬
生
雅
久
に
対
し
て
）「
旧

院
の
百
首
和
歌
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。
も
う
内
々
に
は
見
た
。
進
上
し
て
も
ら
え

れ
ば
嬉
し
い
。
さ
す
れ
ば
、
何
で
も
（
天
皇
に
）
取
り
次
ご
う
。」
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
。
雅
久

は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、「
あ
る
い
は
（
父
の
）
晴
富
が
所
持
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
確
認

し
て
み
ま
す
。」
と
返
答
し
た
と
い
う
。
予
（
晴
富
）
が
所
持
し
て
い
る
も
の
で
、
過
日
、
日
応

か
ら
伏
見
宮
邦
高
親
王
に
又
貸
し
が
な
さ
れ
、
そ
れ
で
内
々
に
勝
仁
親
王
も
ご
覧
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
今
日

（

）

書
状
で
「
百
首
和
歌
は
晴
富
が
所
持
し
て
お
り
ま
す
。
進
上
す
る
つ
も
り
で

す
。」
と
い
う
こ
と
を
、
忠
富
を
通
じ
て
申
し
入
れ
た
。
お
喜
び
だ
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
。　　

二
十
四
日
、
日
応
か
ら
夕
方
に
旧
院
御
自
筆
の
百
首
和
歌
を
返
し
て
も
ら
っ
た
。
伏
見
宮

か
ら
お
返
し
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と
だ
。

二
十
六
日
、
旧
院
の
撰
歌
百
首
の
御
自
筆
本
を
勝
仁
親
王
が
お
望
み
に
な
っ
た
の
で
、
今

日
一
緒
に
進
上
し
た
。
書
状
を
副
え
て
忠
富
に
送
っ
た
。

十
二
月
一
日
、
旧
院
の
百
首
和
歌
の
御
自
筆
本
を
勝
仁
親
王
の
お
望
み
に
よ
り
進
上
し
た
。

こ
れ
は
今
度
の
撰
歌
の
た
め
の
百
首
和
歌
で
あ
っ
た
。
和
歌
所
の
撰
歌
資
料
が
す
べ
て
散
佚

し
、
各
人
の
応
製
百
首
も
市
中
に
出
回
っ
た
。
こ
の
百
首
和
歌
は
、
朝
家
の
記
録
を
担
当
す
る

家
と
し
て
の
ご
加
護
が
あ
っ
た
た
め
予
が
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
及
ん
で
進
上

し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
も
お
喜
び
で
あ
っ
た
。
忠
富
を
通
じ
て
ご
下
命
が
あ
っ
て
進
上
し
た
の

で
、
忠
富
か
ら
女
房
奉
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。
二
十
六
日
の
日
記
に
貼
り
継
い
だ
。

逐
語
訳
は
以
上
で
あ
る
。

「
今
度
撰
歌
」
と
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
で
中
絶
し
て
幻
に
終
わ
っ
た
二
十
二
番
目
の
勅
撰

和
歌
集
撰
集
の
企
画
（
い
わ
ゆ
る
寛
正
勅
撰
）
の
こ
と
で

（

）

あ
る
。
撰
歌
の
資
料
と
し
て
文
正
元

年
（
一
四
六
六
）
に
諸
人
が
詠
ん
だ
百
首
和
歌
は
、
乱
前
、
和
歌
所
と
さ
れ
た
撰
者
飛
鳥
井
雅

親
の
邸
第
に
収
め
ら
れ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
乱
の
勃
発
直
後
に
同
邸
が
兵
火
に
罹
っ
た
際
、

一
部
が
持
ち
出
さ
れ
た
ら

（

）

し
く
、
後
年
巷
間
に
出
廻
る
こ
と
と
な
り
、
晴
富
が
た
ま
た
ま
後

花
園
院
自
筆
の
百
首
和
歌
を
入
手
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

晴
富
か
ら
こ
れ
を
借
用
し
た
妙
蓮
寺
日
応
僧
正
（
庭
田
重
有
の
子
、『
看
聞
日
記
』
で
は
法
華
堂

に
入
っ
た
亀
丸
と
し
て
見
え
る
）
が
伏
見
宮
邦
高
親
王
（
貞
常
親
王
の
子
、
後
土
御
門
天
皇
の
従
兄

弟
）
に
又
貸
し
し
、
そ
こ
か
ら
勝
仁
親
王
の
目
に
と
ま
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
白
川
忠
富

が
、
壬
生
家
に
勝
仁
親
王
の
希
望
を
伝
え
、
つ
い
で
献
上
を
取
り
次
ぎ
、「
叡
感
」
を
伝
え
る

女
房
奉
書
を
届
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
晴
富
が
受
け
取
っ
た
女
房
奉
書
こ

そ
、『
仰
書
』
二
所
収
の
後
土
御
門
天
皇
女
房
奉
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
と
い
え
る
。



　　
そ
の
う
え
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
十
二
月
一
日
条
に
「
戸
部
送
女
房
奉
書
、
継
廿

六
日
之
所
、」
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
忠
富
か
ら
女
房
奉
書
を
受
け
取
っ
た
晴
富
は
、
こ
れ

を
日
記
の
十
一
月
二
十
六
日
条
に
貼
り
継
い
だ
と
い
う
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、『
仰
書
』
二
所
収

の
後
土
御
門
天
皇
女
房
奉
書
が
そ
れ
な
の
だ
か
ら
、
現
在
の
『
晴
富
宿
禰
記
』
に
は
貼
り
継

が
れ
て
お
ら
ず
、
図
書
寮
叢
刊
も
「
継
廿
六
日
之
所
、」
の
右
傍
に
「
今
コ
ノ
女
房
奉
書
見
エ

ズ
」
と
い
う
傍
註
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
本
を
見
る
と
、
紙
背
文
書
の
続
き
具
合
お

よ
び
料
紙
の
横
幅
か
ら
判
断
し
て
、
二
十
六
日
条
と
二
十
七
日
条
と
の
あ
い
だ
に
は
、
一
旦

截
断
さ
れ
、
し
か
る
の
ち
に
貼
り
継
が
れ
た
痕
跡
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

（

）

き
る
。

こ
の
箇
所
に
限
ら
ず
、
晴
富
自
身
の
記
述
に
よ
る
な
ら
ば
、『
晴
富
宿
禰
記
』
の
な
か
に
は

本
来
多
数
の
文
書
の
貼
り
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
に
、
現
状
で
は
見
え
な
い
場

合
が
少
な
く

（

）

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
女
房
奉
書
が
女
房
奉
書
を
ま
と
め
た
巻
子
の
な

か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
の
壬
生
家
に
お
け
る
文
書

記
録
の
整
理
の
な
か
で
、
日
記
に
貼
り
継
が
れ
て
い
た
文
書
の
多
く
が
日
記
か
ら
剥
離
さ
れ

て
、
別
の
か
た
ち
で
保
管
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
壬
生
家
旧
蔵
の
文
書
を
博
捜
す
る
こ
と
で
、
晴
富
に
よ
っ
て
同
人
の
日
記

の
構
成
要
素
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
文
書
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
が
ま
だ
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
晴
富
宿
禰
記
』
の
断
簡
の
ご
と
き
も
の
が
、
一
見

す
る
と
日
記
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
な
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

逆
に
文
書
に
即
し
て
い
う
な
ら
ば
、
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
が
日
記
の
一
部
に
組

み
込
ま
れ
、
伝
来
の
過
程
で
日
記
と
無
関
係
の
文
書
に
戻
る
と
い
う
変
転
を
経
る
場
合
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に

（

）

な
る
。
文
書
と
日
記
と
の
境
界
は
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
わ

け
で
あ
る
。
本
稿
で
見
て
き
た
事
例
は
、
文
書
を
貼
り
継
い
だ
巻
子
の
な
か
に
残
る
一
通
の

文
書
が
、
実
は
日
記
の
逸
文
で
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
記
に
貼
り

継
が
れ
た

（

）

文
書
と
は
、　　
文
書
と
日
記
と
の
狭
間
で
揺
れ
動
く
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
〔
註
〕

（

）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
（
以
下
、
史
料
写
真
帳
の
よ
う
に
略
す
）『
壬
生
文
書
』
四

二
に
よ
る
。
な
お
、
『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
歴
史
篇
（
養
徳
社
、
一
九
五
〇
年
）
一
五
〇
頁
に
記
載

が
あ
り
、『
図
書
寮
叢
刊

壬
生
家
文
書
』
六
に
も
、
一
六
二
三
号
～
一
六
三
〇
号
と
し
て
収
め
ら
れ

て
い
る
。

（

）
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
地
下
文
書
』
所
収
大
永
七
年
九
月
十
二
日
壬
生
于
恒
・
大
宮
伊
治
連
署
契
状

（
勅
封
二
三

六

五
六
、
史
料
写
真
帳
『
東
山
御
文
庫
所
蔵
史
料
』
勅
封
二
三

六

五
四
～
七
一

に
よ
る
）
。
飯
倉
晴
武
「
大
永
七
年
壬
生
・
大
宮
両
家
和
睦
状
の
成
立
と
大
宮
家
の
没
落
」（
同
『
日

本
中
世
の
政
治
と
史
料
』〔
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
〕
所
収
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）
も
参
照
。

（

）
『
歴
名
土
代
』
に
よ
れ
ば
、
大
宮
伊
治
が
歿
し
た
翌
年
、
天
文
二
十
一
年
の
七
月
九
日
、
伊
治

の
子
国
雄
が
八
歳
で
叙
爵
し
て
い
る
の
で
、
「
後
嗣
な
く
」
と
い
う
表
現
は
正
確
さ
を
欠
く
か
も
知

れ
な
い
。
た
だ
し
、
伊
治
の
享
年
は
五
十
六
だ
っ
た
の
で
、
実
子
で
あ
る
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
歿
後
に
急
遽
擁
せ
ら
れ
た
猶
子
で
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の

後
は
所
見
が
な
く
、
早
世
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
地
下
文
書
』
所
収
永
禄
二
年
十
一
月
廿
日
日
野
柳
原
家
（
柳
原
資
定
）
雑

掌
充
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
勅
封
二
三

六

九
四
「
官
務
職
相
論
文
書
案
」
の
二
通
目
、

史
料
写
真
帳
『
東
山
御
文
庫
所
蔵
史
料
』
勅
封
二
三

六

八
三
～
九
七
に
よ
る
）
、（
永
禄
九
年
ヵ
）

六
月
六
日
壬
生
朝
芳
申
状
（
勅
封
二
三

六

一
〇
四
、
同
前
勅
封
二
三

六

九
八
～
一
一
五
に
よ

る
）、
永
禄
十
一
年
二
月
十
四
日
局
務
（
中
原
師
廉
）
充
「
き
」
消
息
（『
仰
書
』
二
所
収
、
『
壬
生

家
文
書
』
一
六
二
八
号
）
。
ま
た
、
以
下
に
示
す
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
官
位
文
書
』
所
収
柳
原
資
定

仮
名
消
息
（
折
紙
）（
勅
封
二
三

四

一
六
、
史
料
写
真
帳
『
東
山
御
文
庫
所
蔵
史
料
』
勅
封
二
三

四

一
～
一
六
に
よ
る
）
は
、
六
位
史
の
補
任
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
連
の
動
向
の
う
ち

と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
附
札
）

　
「
小
槻
定
昭
右
少
史
小
折
紙
」

（

公

宴

）

　
く
え
ん
御
月（

次

）

　
な
み
の
う
た（

詠

進

）

　
え
い
し
ん
い
た
し
候
、
又
を
つ
き
の
さ
た
て
る
右
少
史
を
申
候
こ
お

り
か
み
ま
い
り
候
、
こ
の
よ
し
御
心
え
候
て
御
ひ
ろ
う
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

○
見
返
し
、
正
親
町
天
皇
の
筆
に
か
か
る
。

　
申　

右
少
史



　
　

小
槻
定
昭　　

永
禄
七
八
廿
七
日
、
勅
許
、

　

料
紙
の
右
端
に
欠
損
が
認
め
ら
れ
、
見
返
し
奥
に
あ
っ
た
差
出
お
よ
び
充
所
が
失
わ
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
一
次
利
用
の
仮
名
消
息
は
、
筆
跡
か
ら
柳
原
資
定
の
手
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
見
返
し
に
記
さ
れ
て
あ
る
折
紙
申
文
案
は
、
こ
の
消
息
に
添
え
ら
れ
て
い
た
「
小
折
紙
」
を
正

親
町
天
皇
自
身
が
書
写
し
、
勅
許
の
日
付
を
加
え
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一

紙
は
、
永
禄
七
年
に
資
定
が
六
位
史
の
任
官
を
執
奏
し
、
勅
許
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（

）
『
歴
名
土
代
』
。

（

）
明
石
治
郎
「
後
土
御
門
天
皇
期
に
お
け
る
伝
奏
・
近
臣
」（
羽
下
徳
彦
編
『
中
世
の
政
治
と
宗
教
』

〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
〕
所
収
）
、
末
柄
豊
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
中
御
門
本
『
宣
秀
卿
御
教

書
案
』
第
一
冊
、
第
二
冊
―
附
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
壬
生
本
『
宣
秀
卿
御
教
書
案
』
第
二
冊
―
」

（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
室
町
・
戦
国
期
の
符
案
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』〔
研
究

代
表
者
末
柄
豊
、
二
〇
〇
六
年
〕
所
収
）
を
参
照
。

（

）
こ
の
書
状
の
第
二
紙
の
土
代
が
『
晴
富
宿
禰
記
』
の
紙
背
文
書
（
十
一
月
二
十
三
日
至
二
十
五

日
裏
）
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
『
図
書
寮
叢
刊
』
に
お
い
て
も
十
一
月
二
十
二
日
条
の
末
尾
に
収
載

さ
れ
て
い
る
。

（

）
幻
に
終
わ
っ
た
二
十
二
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
に
つ
い
て
は
、
岩
橋
小
弥
太
「
第
二
十
二
代
の
勅
撰

和
歌
集
」（『
中
央
史
壇
』
一
二
巻
一
〇
号
、
一
九
二
六
年
）
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室

町
前
期
〔
改
訂
新
版
〕』
（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。

（

）
飛
鳥
井
雅
親
邸
が
和
歌
所
と
さ
れ
た
こ
と
は
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
八
月

二
十
八
日
条
を
、
同
邸
が
兵
火
に
類
焼
し
た
こ
と
は
、
『
後
法
興
院
関
白
記
』
応
仁
元
年
（
一
四
六

七
）
六
月
十
一
日
条
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
月
十
二
日
条
を
、
撰
歌
資
料
と
し
て
借
り
出
さ
れ

て
あ
っ
た
仙
洞
本
『
諸
家
系
図
』
二
巻
（
全
七
巻
の
う
ち
）
が
同
邸
に
お
い
て
焼
失
し
た
こ
と
は
、

『
親
長
卿
記
』
文
明
三
年
二
月
二
十
五
日
条
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
参
照
。

（

）
史
料
写
真
帳
『
晴
富
宿
禰
記
』
二
に
よ
る
。

（

）
該
当
す
る
日
条
お
よ
び
そ
こ
に
貼
り
継
が
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
文
書
名
に
つ
い
て
、
一
部

を
あ
げ
て
お
く
。
文
明
十
年
十
一
月
三
日
条
（
結
城
政
藤
書
状
）
、
同
十
一
年
二
月
十
六
日
条
（
二

条
持
通
書
状
）
、
七
月
十
一
日
条
（
湛
碧
庵
惟
久
聖
松
書
状
）
、
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
五
月
九
日

条
（
吉
田
兼
倶
書
状
）
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
五
月
二
日
条
（
足
利
義
材
随
従
奉
公
衆
等
交
名
）
、

同
月
十
六
日
条
（
波
々
伯
部
盛
郷
書
状
）
、
六
月
二
十
四
日
条
（
中
原
師
富
書
状
）、
同
四
年
二
月
十

六
日
条
（
清
元
定
書
状
）
、
七
月
二
十
日
条
（
吉
田
兼
倶
書
状
）
。　　

（

）
日
記
に
貼
り
継
が
れ
た
文
書
が
取
り
出
さ
れ
て
別
に
伝
存
し
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
事
例
と
し
て

は
、『
実
隆
公
記
』
延
徳
元
年
九
月
九
日
条
に
貼
り
継
が
れ
て
い
た
飛
鳥
井
雅
親
（
法
名
栄
雅
）
書
状

の
場
合
や
、
洞
院
本
『
天
皇
御
元
服
定
部
類
記
』（
陽
明
文
庫
所
蔵
新
写
本
〔
史
料
写
真
帳
『
陽
明
文

庫
所
蔵
記
録
』
六
に
よ
る
〕
を
参
照
）
に
貼
り
継
が
れ
て
い
た
（
延
慶
二
年
〔
一
三
〇
九
〕
）
十
月

十
日
中
院
通
重
書
状
（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
『
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
書
』
一
二
六
号
〔
史
料

写
真
帳
『
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
書
』
六
に
よ
る
〕
）
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、
永
正
十
七

年
（
一
五
二
〇
）
九
月
十
四
日
、
江
戸
蓮
阿
（
も
と
真
純
）
の
希
望
に
よ
っ
て
記
主
三
条
西
実
隆
自

身
に
よ
っ
て
切
り
出
さ
れ
て
い
る
。
『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
四
十
、
三
七
六
～
三
七
八
頁
を
参

照
。
後
者
は
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
中
院
通
勝
（
素
然
）
に
よ
っ
て
抜
き
取
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
末
柄
豊
「
洞
院
公
数
の
出
家
―
東
山
御
文
庫
本
『
洞
院
家
今
出
川
家
相
論
之
事
』
か
ら
―
」

（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
一
輯
〔
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
〕
所
収
、
初
出
は
二

〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

　

ま
た
、
参
照
す
べ
き
事
例
と
し
て
、
後
年
に
日
記
か
ら
紙
背
文
書
が
取
り
出
さ
れ
て
別
に
伝
存

し
た
場
合
が
あ
り
、
末
柄
豊
「
宗
祇
書
状
の
伝
来
に
関
す
る
一
考
察
―
蒐
集
文
書
と
紙
背
文
書
―
」

（『
室
町
時
代
研
究
』
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）
で
は
、『
北
野
社
家
引
付
』
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
な
お
、

そ
こ
で
取
り
扱
っ
た
史
料
影
写
本
『
竹
内
文
平
氏
所
蔵
文
書
』
三
所
収
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
卯

月
二
十
六
日
松
梅
院
禅
予
要
脚
送
進
状
土
代
の
二
次
利
用
面
の
記
録
断
簡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、

佐
々
木
創
「
中
世
北
野
社
松
梅
院
史
の
「
空
白
」
―
松
梅
院
伝
来
史
料
群
の
批
判
的
研
究
に
向
け
て

―
」
（『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
三
九
巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）
補
注
に
お
い
て
、
『
北
野
社
家

引
付
』
延
徳
元
年
十
月
二
十
三
日
条
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（

）
日
記
に
貼
り
継
が
れ
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
末
柄
豊
「
『
実
隆
公
記
』
と
文
書
」
（
五
味
文
彦
編

『
日
記
に
中
世
を
読
む
』
〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
〕
所
収
）
に
お
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。


